
令和６年４月２１日 

Poco a poco …     

            ２０２４シーズン序盤戦は厳しい洗礼を受ける‼ 

インターハイ予選突破し都大会へ戻る‼ 

新シーズンスタートは、公式戦で厳しい現実を突きつけられる‼  

インターハイ予選で、もう一度都大会出場し、自信を掴み取る‼  

4月２日（火）、2024シーズン地区トップリーグが開幕。開幕戦は青稜高校との対戦でしたが、

現地点での課題が露呈したゲームとなり、公式戦ではチーム始まって以来の大敗を喫し（一昨年

度の國學院久我山戦とはちょっと違います）、初戦で地区トップリーグ残留にいきなり赤信号が点

滅しました。リーグ戦、残り八試合をどのように闘うのか？ 

そこからチームの軌道修正を図り、ポジション変更等をし

ながらＴＲＭで確認し、二週間後の関東大会予選に臨みまし

た。初戦の相手は格上日大豊山高校（Ｔ３）です。今年度

は、Ｊ下部出身者はいないものの、街クラブの強豪チームの

レギュラークラスの選手が多く、片倉にとっては厳しい闘い

になることは必至です。立ち上がりは、幅を広く使ってくる

相手のサイド攻撃に対応できていましたが、ＤＦとＧＫの連

係ミスから失点を許すと、公式戦初戦の緊張が解れたのか、

一気に攻勢に出てきました。特に、右サイドの⑧の選手は

スピードを活かしたプレーで縦突破だけではなくカットインからもゴールを決めるなどチャンス

を何度も演出します。前半は、⑧の選手にやられた部分とこちらの戦術の意図を上手く伝えられ

ずに攻撃がノッキングを起こしてしまったことで点差を付けられてしまいました。後半は、いつ

もの片倉らしく相手のセンターバックを攻略して何度もゴールへ迫り決定的なチャンスを作りま

す。しかし、相手ＤＦ陣も「片倉相手に絶対に失点しない」という意地があり体を張ってゴール

を守ります。終了間際に得た、絶好のチャンスの距離からのＦＫも決められずに万事休す。片倉

高校サッカー部初出場の関東大会予選は残念ながら初戦敗退となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚽ この日のユニフォームはホワイト。最後まで日大豊山高校の牙城を崩せず ⚽ 



インターハイ西支部予選組み合わせ決定‼ 

インターハイ予選組み合わせが抽選会の結果、右記の通り対

戦相手が決定しました。新シーズンは公式戦で勝利はありませ

んが、今大会はシード校のアドバンテージを活かして、予選を

突破し都大会に再び出場したいと思います。尚、片倉高校が出

場する 4月 28日、5月 3日は全て日本文化大学サクラフィー

ルドが会場となります。観戦される際は、公共交通機関を使用

されるか、近くのコインパーキングをご利用ください。 

大会当日は、多くの方のご声援をお願いいたします。    ⚽インターハイ選組み合わせ⚽ 

53期生よ、「ｆutbol y vida（サッカーを通して人生を学ぶ）」に高校三年間を懸けてみろ‼ 

4月 15日（月）に、53期生サッカー部入部説明会を行い新入生 20名の生徒が参加。例年通り

二時間に亘り、サッカー部の入部するにあたっての心構えと活動内容についてしっかりと話しま

した。特に、この数年で劇的に進化したサッカー部の根幹である「凡事徹底」について、ピッチ内

外でもしっかりと取り組んできたことが一番の要因であるということは、キャプテン・部長から

も説明があり、競技スポーツで結果を出すためには、「上手い選手」の集団ではなく「いい選手」

の集団になることは強豪校から学ぶところです。また、ここ数年、コロナ禍の影響で高校の部活

の取り巻く環境が変化してきています。その中で懸念されていることは、公立高校の部活動の制

限・規制による部員減少傾向です。本気でやりたい子どもたちは私学に流れています。都立の強

豪校も一部を除き部員が減少しています。それでも、公式戦では強豪校とも闘わなくてはなりま

せん。この厳しい環境の中、一昨年ベスト１６、昨年ベスト８という結果を出しました。片倉高

校は選手の数ではなく質で勝負しています。普通の高校生が勝ち上がるためには百倍も千倍もそ

して何万倍もトレーニングしなくてはなりません。そして同様に子どもたちの人間教育も必須で

す。そのためにはいつも傍で見ていてタイムリーに叱咤激励することが必要です。その両輪を大

きくして前進していくには必然的に時間は掛かりますが、ここにはその環境が整っています。 

「ｆutbol y vida（サッカーを通して人生を学ぶ）」 

片倉高校サッカー部のメインテーマは「サッカーは人作

り」。K‘ｓ football style で時間を掛けて丹精に育てていき

たいと思います。学校生活、取り分け部活動は社会の縮図

ともいいます。今の時代だからこそ、この厳しい中に身を

置くことで社会人になっても適応できる力が身に付きま

す。高校三年間を我武者羅にサッカーに懸ける「志しが高く

意志の強い」新入生を待ちたいと思います。      ＜先輩たちの背中を見て後輩は育つ＞ 

 

＜After the Game＞ 
片倉高校サッカー部として初出場した関東大会予選は、日大豊山高校に敗退しました。スコア

的には完敗ですが、こちらとしては、大きな収穫と課題の見つかった有意義な敗戦でした。なぜ

なら、格上相手にリトリートするとか自分たちのトレーニングしてきたことを放棄せずに闘い出

た結果だからです。「片倉サッカー部史上最弱チーム」も厳しい冬の鍛錬期と勝てない春先の公式

戦を経て少しずつ変化が見られます。ここに 53期生が加わりいい刺激となり、チームがさらにレ

ベルアップすることを期待しています。次はインターハイ予選です。対戦相手も府中東高校に決

まりました。今週は校外学習もありますが、28日(日)のゲームに向けてしっかり準備をして再び

都大会の舞台に立ちたいと思います。引き続き応援宜しくお願いします。 


